










写真図版35 遺構外出土土器 (4)
-174-



●

9 L枷】
451

写真図版36 遺構外出土土器 (5)
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写真図版37 遺構外出土土器・土製品
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写真図版38 竪穴住居跡・住居状遺構出土石器
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写真図版39 土坑出土・遺申
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写真図版40
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遺構外出土石器 (1)
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写真図版41 遺構外出土石器 (2)
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写真図版42 遺構外出土石器 (3)
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写真図版43 遺構外出土石器・古代 。近世の上器
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写真図版44 近世石製品
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写真図版45 近世木製品



写真図版46 銭貨 。鉄製品
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地方特定道路整

備事業 (稲瀬

工区)関 連発
掘調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

宝禄Ⅱ遺跡 集落跡

縄文時代

(後期 )

古代

古代～近世

竪穴住居跡  2棟
住居状遺構  4棟
土坑     19基
土坑     1基
性格不明遺構 2基
土坑     8基
性格不明遺構 1基

縄文土器 (後期～晩期 )、

弥生土器、土製品 (土

偶、土製耳飾 り、土製

円板など)、 石器、古銭、

土師器、須恵器

縄文時代後期の集落遺跡

約要

宝禄Ⅱ遺跡はこれまで周知されていなかった遺跡である。今回の調査で縄文時代後期・古

代 。近世の遺構、遺物が確認された。

縄文時代後期は主に前棄～中葉の竪穴住居跡や住居状遺構などの遺構が確認され、該期の集

落跡であることがわかった。これらの遺構からは多量の土器・石器が出土している。

古代 (平安時代か)では遺物は少ないが土坑・性格不明遺構が見つかつており、溝群が調査

区を縦断する。

近世は土坑や性格不明遺構 (水田耕作の際の「苗代」か)が検出されており、陶磁器などは

ほとんど見つかっていないが、該期の本製品が出土している。
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